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組
織
拡
大
行
動
実
施
中

一
二
九
名
の
仲
間
が
加
入

前
期
組
織
拡
大
の
達
成
に
向

け
て
、
各
支
部
で
は
拡
大
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

前
期
拡
大
行
動
期
間
は
、
六

月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
六
ヶ
月

間
で
す
。
現
在
、
各
支
部
で
は

未
加
入
者
の
紹
介
を
呼
び
か
け

る
た
め
の
分
会
会
議
や
ふ
れ
あ

い
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
十
月
と
十
一
月
は
組
織

拡
大
の
強
化
月
間
と
し
て
、
支

部
役
員
や
青
年
部
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
行
動
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

第
二
回
本
部
執
行
委
員
会

（
九
月
二
十
九
日
開
催
）
で
は
、

各
支
部
の
加
入
脱
退
の
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
七
月
の
組

合
へ
の
新
加
入
者
数
は
四
十
三

名
で
、
脱
退
者
数
は
二
十
二
名

で
し
た
。
加
入
者
数
か
ら
脱
退

者
数
を
差
し
引
く
と
二
十
一
名

の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
島
原
支
部
と
佐
世
保
北

支
部
が
純
増
六
名
、
諫
早
支
部

が
純
増
五
名
と
な
り
、
組
織
拡

大
に
貢
献
し
た
と
し
て
三
支
部

が
七
月
の
拡
大
月
間
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
八
月
は
脱
退
者
の

数
が
加
入
者
を
上
回
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
三
名
の
減
少
に

留
ま
り
、
八
月
末
の
組
合
の
組

織
数
は
六
、三
〇
一
名
と
な
り

ま
し
た
。

前
期
の
拡
大
目
標
数
は
、
組

合
全
体
で
二
〇
〇
名
で
す
。
組

合
は
年
間
を
通
じ
て
組
織
拡
大

と
未
加
入
者
の
紹
介
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
各
支
部
に
お

い
て
も
支
部
大
会
や
支
部
委
員

会
、
分
会
会
議
等
を
通
じ
て
未

加
入
者
の
紹
介
と
加
入
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
般
の
本
部
執
行
委
員
会
で

は
六
月
か
ら
現
在
ま
で
に
一
二

九
名
の
新
加
入
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も

浦
上
東
支
部
と
佐
世
保
東
支
部
、

佐
世
保
北
支
部
の
三
支
部
が
早

く
も
前
期
の
拡
大
目
標
を
達
成

し
、
拡
大
目
標
の
達
成
功
労
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
で
は
前
期
の
拡
大
目
標

達
成
ま
で
あ
と
七
十
一
名
で
す
。

全
支
部
で
拡
大
の
目
標
を
達
成

し
、
さ
ら
に
来
年
四
月
に
開
催

さ
れ
る
「
組
合
結
成
七
十
周
年

記
念
大
会
」
ま
で
に
は
組
織
純

増
を
め
ざ
し
て
、
未
加
入
者
の

紹
介
と
組
合
員
皆
様
の
行
動
へ

の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

組
合
結
成
七
〇
周
年
記
念
式
典

（
来
春
四
月
）ま
で
に
純
増
を

全
建
総
連
「
第
三
十

一
回
全
国
青
年
技
能
競

技
大
会
」
が
九
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、

長
野
県
「
松
本
市
総
合
体
育

館
」
に
て
三
十
一
県
連
・
組
合

か
ら
選
手
七
十
三

名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
選

手
の
競
技
作
業
場

所
の
抽
選
、
道
具

の
搬
入
道
具
の
調

整
が
行
わ
れ
ま
し

た
。二

日
目
、
大
会

当
日
は
笛
の
合
図

で
競
技
開
始
。
製

図
が
始
ま
り
静
寂

な
中
に
も
緊
張
感
が
漂
い
ま
す
。

様
々
な
定
規
を
巧
み
に
使
い
こ

な
す
選
手
。
そ
の
後
、
材
料
の

加
工
・
寸
法
決
め
、
そ
し
て
墨

付
け
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
加
工

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
柱
の
く

せ
取
り
や
穴
掘
り
ド
リ
ル
に
し

て
も
、
色
々
な
や
り
方
が
見
て

取
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
工
夫
で
頑
張
っ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
部
分
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
、
会
場
全
体

が
「
カ
チ
カ
チ
」
と
ノ
ミ
を
金

槌
で
打
つ
穴
掘
り
作
業
で
賑
や

か
に
な
り
ま
す
。
柱
・
貫
等
の

ほ
ぞ
穴
作
り
が
で
き
て
、
制
限

時
間
が
迫
る
中
次
々
と
組
み
上

げ
挙
手
を
し
て
作
品
提
出
。
時

間
内
に
完
成
に
至
ら
な
か
っ
た

選
手
も
い
ま
し
た
。

三
日
目
の
審
査
発
表
で
は
金
、

銀
、
銅
賞
の
他
、
奨
励
賞
な
ど

各
賞
が
発
表
さ
れ
、
今
年
か
ら

は
女
性
選
手
の
参
加
も
あ
り
特

別
賞
等
の
授
与
が
な
さ
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
の
代
表
と
し
て
佐

世
保
中
央
支
部
の
瀬
尾
友
謙
さ

ん
、
北
松
支
部
の
筒
井
健
二
さ

ん
の
二
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

が
、
高
い
技
術
が
拮
抗
す
る
中
、

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

（
中
尾

政
男
）

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
を
！

平
成
二
十
八
年
度
国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
を
、
十
月
か
ら
約
一
ヶ

月
半
を
か
け
て
行
い
ま
す
。
要

請
先
は
厚
生
労
働
省
・
財
務
省

で
す
。
組
合
員
、
家
族
の
一
人

一
人
の
声
を
直
接
訴
え
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
建
設
国
保
へ
の

補
助
金
の
現
行
水
準
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
み
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日

支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
建
設
労
働
者
に

建
設
国
保
が
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
と
訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動への
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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建設長崎活動者研修会開催のお知らせ
1．と き：11月17日㈫ 午後6時30分開会
1．ところ：長崎原爆資料館ホール
1．講演内容：マイナンバー制度と

リフォーム協会について

31県連組合から73名（松 本 市
総合体育館）

長崎から筒井さん・瀬尾さんが出場

10

▲

筒
井
健
二
さ
ん
（
北
松
支
部
）

▲

瀬
尾
友
謙
さ
ん

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

平成28年度

国保予算獲得
に向けて

▲組織拡大の全国統一行動ポスター

連総建全

第31回全国青年技能競技大会

毎月1回15日発行 2015年（平成27年）10月15日発行建 設 長 崎第604号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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各
支
部
大
会
開
催

第
七
十
回
定
期
大
会
を
受
け
、
県
下
十
五
支
部
に
お
い
て
八
月
二
十
一
日

の
大
村
支
部
を
皮
切
り
に
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
参
加
延
べ
人
数
は
八
八
五
名
で
し
た
。（
支
部
三
役
一
覧
☆
は
新
任
）

中
央
支
部

開
催
日

九
月
二
日

参
加
者

五
十
四
名

支
部
長

内
野

幸
雄

副
支
部
長

本
多

常
秋

〃

山
口

龍
志

〃

樋
口

正
人

〃

石
橋

廣
喜

〃

馬
渡

鉄
洋

書
記
長

井
関

一
幸

大
浦
支
部

開
催
日

九
月
九
日

参
加
者

三
十
八
名

支
部
長

北
村

五
男

副
支
部
長

平
山

正
則

〃

鳥
田

時
治

〃

古
里

一
紀

〃

宮
副

辰
則

書
記
長

池
田

剛

市
南
支
部

開
催
日

九
月
十
五
日

参
加
者

四
十
八
名

支
部
長

山
本

秀
夫

副
支
部
長

小
宮

清
治

〃

小
泉

雄
義

〃

中
島

善
明

〃

☆
木
田

雅
晴

書
記
長

古
井

宏
樹

東
長
崎
支
部

開
催
日

九
月
八
日

参
加
者

四
十
九
名

支
部
長

里

澄
宏

副
支
部
長

尾
上

正
範

〃

岩
永

和
範

〃

本
村
美
喜
男

〃

山
村

篤
司

書
記
長

江
頭

孝
一

浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
四
日

参
加
者

七
十
名

支
部
長

村
岡

広
明

副
支
部
長

佐
藤

昭
彦

〃

平
出

壽
夫

〃

木
下

広
次

〃

山
崎

司

〃

山
形

信

書
記
長

松
園

俊
輔

浦
上
東
支
部

開
催
日

九
月
一
日

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

田
崎

順
一

副
支
部
長

野
口

耕
平

〃

森

政
一

〃

田
川

和
博

〃

松
田

隆
人

書
記
長

西
平

博
之

西
彼
支
部

開
催
日

九
月
七
日

参
加
者

七
十
名

支
部
長

植
田

勝
次

副
支
部
長

井
手

保

〃

岩
崎
喜
三
郎

〃

山
中

茂

書
記
長

森

一
公

諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
四
日

参
加
者

五
十
七
名

支
部
長

樋
口

義
雄

副
支
部
長

木
下

忠
明

〃

田
崎

義
光

〃

石
丸

久

〃

中
村

太
司

〃

後
田

博
幸

〃

林

崇

書
記
長

大
賀

修
司

大
村
支
部

開
催
日

八
月
二
十
一
日

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

伊
藤

一
廣

副
支
部
長

中
尾

政
男

〃

川
田

洋
一

〃

緒
方

末
広

〃

☆
金
水

誠

〃

☆
津
上

章
司

〃

☆
一
瀬

純
男

担

当

山
本
祐
一
郎

島
原
支
部

開
催
日

九
月
十
一
日

参
加
者

三
十
名

支
部
長

木
之
田

隆

副
支
部
長

山
田

哲
夫

〃

本
田

岩
勝

〃

城

祐
輔

担

当

牛
島

貴
裕

佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
七
日

参
加
者

七
十
五
名

支
部
長

塚
本

芳
美

副
支
部
長

宮
野

喜
吉

〃

川
元

俊
彦

〃

末
吉

重
一

〃

田
中

清
士

〃

川
畑

章

〃

本
田

英
樹

書
記
長

若
杉

孝
雄

佐
世
保
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日

参
加
者

七
十
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男

副
支
部
長

長
島

則
行

〃

田
中

秀
幸

〃

小
谷

守

〃

迎

稔

〃

天
羽

靖
雄

書
記
長

渕
上

武
司

佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
六
日

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

小
林

健
治

副
支
部
長

福
田

栄
治

〃

柚
元

美
則

〃

松
尾

正
明

〃

松
山

新
二

書
記
長

小
野

猛
範

北
松
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

須
藤

輝
久

副
支
部
長

近
藤

力
也

〃

坂
中

善
男

〃

萩
原

正
清

〃

池
本

勇

担

当

西
田

光
孝

平
戸
支
部

開
催
日

九
月
十
六
日

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

☆
岡
田

眞

副
支
部
長

☆
原
田

仁
志

〃

大
石

義
孝

〃

☆
大
浦

広
巳

担

当

西
田

光
孝

長
建
国
保
だ
よ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成

平
成
二
十
一
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
頃
と

比
べ
て
、
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
は
全
国
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
度
流
行
が
お
さ
ま
っ
て

も
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
！

■申込方法
受診ご希望の方は実施日の2週間前までに組合へお申込下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関の受診票、検査用容器など

■受診対象者
受診対象者は、平成27年4月1日現在で長建国保に加入してい

る40歳以上の方（同日現在の加入者で平成28年3月31日までに40
歳になる方を含む）です。尚、対象者以外の方でも自己負担2，000円
で基本検査項目が受診できます。

■巡回健診の検査項目《基本検査項目》
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿

検査（尿糖・尿淡白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検
査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、
痛風検査、視力・聴力

■選択検査項目（希望者のみ：全額自己負担）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円） 胃がん検査（2，500円）
前立腺がん検査（2，000円） 子宮頸がん検査（自己採取法 2，500円）
大腸がん検査（1，300円） 喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
※選択検査項目の料金は健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

《補助例》
（例1）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000円の
接種費用を支払った場合。
4，000円
（接種費用）

－1，500円
（控除額）

＝2，500円
（補助額）

（例2）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000円の
接種費用を支払った場合。
1，000円
（接種費用）

－1，500円
（控除額）

＝－500円⇒ 0円
（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種
の窓口負担（支払額）が1，500円未満であった場合は、
補助事業の対象となりませんのでご注意下さい。

個人番号の提供・登録のお願い
● ● ● ● ● ●

～手続きの簡素化は平成29年7月からを予定～

法
律
に
よ
り
平
成
二
十
八
年

一
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
各

種
申
請
書
や
届
出
書
に
個
人
番

号
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
番
号
を
長
建
国
保

へ
提
供
・
登
録
す
る
こ
と
で
、

国
民
健
康
保
険
等
の
手
続
き
が

従
来
よ
り
も
簡
素
化
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
国
・
県
・
市
町

村
・
各
保
険
者
の
シ
ス
テ
ム
改

修
・
対
応
等
か
ら
、
現
状
平
成

二
十
九
年
七
月
か
ら
の
簡
素
化

と
な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
現
行
通
り
の
手
続
き
と
な
り
、

添
付
書
類
等
も
今
ま
で
通
り
お

願
い
す
る
形
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

巡回健診のご案内
～受診希望の方はお急ぎ下さい～

会 場
佐世保市民会館
建設長崎島原支部

時 間
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成27年11月8日㈰
平成27年11月29日㈰

■平成27年度巡回健診実施会場（下記会場の中からお選び下さい。）

※申込定員に満たない会場は中止する場合があります。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第604号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）10月15日発行



秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

中
央
支
部
・
西
山
分
会

9/6

市
南
支
部
住
宅
デ
ー
9/20

良
か
っ
た
・
良
か
っ
た
と
感
謝

残
暑
厳
し
い
中
、
九
月
六
日

㈰
中
央
支
部
は
西
山
一
丁
目
公

民
館
で
、
組
合
員
さ
ん
七
名
、

主
婦
会
二
名
、
書
記
局
二
名
の

参
加
で「
西
山
分
会
住
宅
デ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

九
時
に
集
合
し

準
備
を
行
い
、
準

備
が
で
き
る
と
、

ボ
ツ
ボ
ツ
と
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん

が
包
丁
・
ま
な
板

を
「
お
願
い
し
ま

す
」
と
言
っ
て

持
っ
て
来
ら
れ
ま

す
。
名
前
を
聞
い

て
受
取
札
を
渡
し

て
い
き
ま
す
。
中

に
は
ス
ノ
コ
を

作
っ
て
下
さ
い
と

注
文
を
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
も

包
丁
を
研
ぐ
人
、
ま
な
板
を
削

る
人
、
ス
ノ
コ
を
作
る
人
と
分

か
れ
大
変
忙
し
そ
う
で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
出
来
上
が
る
と
、

受
け
取
る
方
は
嬉
し
そ
う
に

「
良
か
っ
た
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
感
謝
さ
れ
て
帰
ら
れ
ま

す
。
手
伝
い
を
し
て
い
る
私
た

ち
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
、
と
て

も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

終
わ
っ
て
み
る
と
、
包
丁
六

十
九
本
、
ま
な
板
七
枚
で
し
た
。

お
昼
に
な
り
お
客
さ
ん
も
な
く
、

後
片
付
け
し
支
部
長
さ
ん
の

「
ご
苦
労
さ
ん
」
の
挨
拶
と
お

弁
当
を
頂
き
解
散
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

大盛況の中、包丁3 8 8本

（
参
加
者
）

敬
称
略

山
崎

増
雄

内
野

幸
雄

樋
口

正
人

石
橋

廣
喜

田
森

勝

太
田

俊
一

馬
場

秀
行

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

北
村
委
員
長

石
田
書
記
長

九
月
二
十
日
㈰
、
例
年
参
加

の
「
長
崎
居
留
地
祭
り
」
で
住

宅
デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
の
オ
ラ
ン
ダ
通
り
に
組
合

員
・
主
婦
会
合
わ
せ
て
十
九
名

の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き
、
包
丁

研
ぎ
、
ま
な
板
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

新
聞
に
チ
ラ
シ
を
入
れ

た
成
果
か
、
開
始
時
間
前

か
ら
受
付
を
待
つ
長
蛇
の

列
。
主
婦
会
の
皆
さ
ん
の

手
際
の
よ
い
受
付
の
後
、

組
合
員
さ
ん
は
次
々
と
く

る
包
丁
を
丁
寧
に
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

「
来
年
も
く
る
ん
で
お
願

い
し
ま
す
！
」
と
早
く
も

予
約
の
声
も
。

今
年
も
大
盛
況
で
、
包

丁
研
ぎ
三
八
八
本
。
ま
な

板
の
販
売
が
五
枚
で
し
た
。

連
休
の
忙
し
い
中
、
参

加
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
池
田
）

（
参
加
者
）

敬
称
略

北
村

五
男

平
山

正
則

宮
副

辰
則

古
里

一
紀

田
上

義
高

小
野

義
龍

竹
市

幸
信

梅
澤

利
久

工
藤

是
正

佐
々
木
正
敏

竹
崎

初
雄

方
山

栄
治

土
屋

俊

大
坊

隆
良

横
田

博
明

松
本

末
吉

小
淵

禮
子

山
下
キ
ミ
ヱ

鳥
田

愛
子

北
村
委
員
長

田
上
副
委
員
長

心
待
ち
さ
れ
た
住
宅
デ
ー

市
南
支
部
は
、
九
月
二
十
日

㈰
に
住
宅
デ
ー
を
実
施
し
、
組

合
員
十
五
名
・
主
婦
会
二
名
・

専
従
役
員
及
び
書
記
局
五
名
の

計
二
十
二
名
に

ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。

ジ
ョ
イ
フ
ル

サ
ン
江
川
店
で

の
開
催
は
、
六

回
目
と
な
り
、

お
店
で
は
一
カ

月
前
か
ら
店
内

広
告
な
ど
を
し

て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
全
部
で

二
五
六
本
の
包

丁
を
研
ぎ
上
げ

ま
し
た
。

昨
年
の
住
宅
デ
ー
の
受
付

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
ま
ま
の
状

態
で
、
今
回
包
丁
を
持
っ
て
来

ら
れ
た
人
が
い
た
た
め
、
誤
っ

て
別
の
人
に
渡
し
て
し
ま
う
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
毎
年
来
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
そ
れ
だ
け
こ
の

行
事
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
る

ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
森
）

（
参
加
者
）

敬
称
略

山
本

秀
夫

小
泉

雄
義

中
島

善
明

山
下

俊
之

江
崎

覚

松
浦

良
二

中
島

直
人

今
井

久
光

栗
浦

勝

森
尾

利
助

田
中

義
行

山
下

洋
二

山
口

秀
敏

荒
木

貞
則

今
井

佳
信

山
下
八
千
代

坂
本

藤
子

北
村
委
員
長

舩
津
副
委
員
長

田
上
副
委
員
長

辻町地区で 包丁93本・まな板16枚
浦
上
東
支
部
で
は
、
九
月
十

三
日
㈰
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
女
の
都

地
区
と
山
里
地
区
を
各
年
毎
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
地
元
自
治
会
の
強
い
要
望
で

約
十
年
ぶ
り
に
辻
町
地
区
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
始
前
に

青
年
部
で
清
掃
活
動
を

行
い
、
蒸
し
暑
い
中
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
全

体
三
十
二
名
で
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
主
婦
会

の
受
付
や
丁
寧
な
仕
事

ぶ
り
に
、
皆
さ
ん
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

野
口
市
議
、
北
村
委
員

長
、
石
田
書
記
長
も
参

加
。休

む
こ
と
な
く
ご
苦

労
を
頂
い
た
組
合
員
・

青
年
部
・
主
婦
会
の
皆

さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
西
平
）

（
参
加
者
）

敬
称
略

田
中

秀
則

田
崎

順
一

森

政
一

田
川

和
博

松
田

隆
人

増
田

啓
治

川
口

弘

大
原

和
夫

生
田

繁
一

杉
山

達
美

下
峰

英
巳

村
瀬

春
樹

渡
部

政
徳

材
木

賢
一

金
子

嘉
和

吉
田

光
夫

濱
崎

豊
己

野
口

耕
平

坂
田

秀
司

田
村

敏
明

中
尾

亮

松
添

秀
臣

野
田

耕
次

北
山

薫

川
内

正
夫

田
島

浩
文

森

節
子

杉
山

廣
子

田
川

ヤ
エ

佐
藤

光
子

渡
辺

久
子

西
彼
支
部
・
時
津
連

合
分
会
で
は
、
九
月
十

三
日
㈰
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
公
園
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
前

は
、
時
津
町
夏
祭
り
に
協
賛
し

開
催
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
別
日
程
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
今
年
で
二
年
目
。
全

体
で
一
一
三
本
の
包
丁
な
ど
を

研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
与
連
合
分
会
で
も
、

同
日
、
農
協
撰
果
場
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
は
、
毎
年
九
月
の
第
二
日
曜

日
に
開
催
す
る
と
決
め
ら
れ
て

お
り
、「
今
日
を
待
っ
て
い
ま

し
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。
全
体
で
二
百
九
本
の

包
丁
等
を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

両
分
会
に
北
村
委
員
長
も
顔

出
し
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
初

め
て
西
彼
支
部
の
住
宅
デ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
分
会
の
開
催
な
の
に
、

沢
山
の
組
合
員
さ
ん
に
参
加
頂
き
、
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
婦
会
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
し
て
頂
き
、
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

（
森
）

（
時
津
連
合
分
会
）

（
長
与
連
合
分
会
）

（
参
加
者
）

敬
称
略

植
田

勝
次

井
手

保

中
尾

豊

浦
馬
場
幾
男

川
久
保
博
幸

中
村

正
博

松
本

文
男

嶋
本

清
孝

濱
本

勝
之

髙
木
栄
八
郎

川
林

満

植
田

秀
之

川
林

恵

森

巽

松
尾

健
二

堀
口

留
喜

堀
田

正
昭

山
口

哲
朗

植
田
ヤ
ス
エ

溝
上

啓
子

波
戸
口
利
未

（
参
加
者
）

敬
称
略

植
田

勝
次

尾
崎

光
生

松
林

満
男

岡
田

一
廣

脇
川

雅
隆

山
口

政
好

迫

貴
幸

中
村

秀
徳

石
川

明
文

古
藤

明
義

小
串

民
雄

岩
崎
喜
三
郎

岩
永

亀
雄

松
林

敏

濱
本

孝
博

白
浜

和
男

沼

則
雄

石
川

香

松
林
嘉
代
子

岡
崎
ア
イ
子

濱
本

静
香

尾
崎

秀
子

岩
永

和
子

山
口

洋
子

大
浦
支
部
・
居
留
地
ま
つ
り

浦上東支部

西彼支部 時津・長与連合分会

▲時津連合分会の様子

多くの参加で、スムーズな包丁研ぎに

▲長与連合分会の様子
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諫
早
支
部

旅
行
会

佐
世
保
中
央
支
部

釣
り
大
会

〜
世
界
遺
産
と
重
要
文
化
財

有
意
義
な
旅
と
な
り
ま
し
た
〜

今
年
も
汗
ば
む
陽
気
に
恵
ま

れ
た
九
月
二
十
七
日
㈰
、
諫
早

支
部
で
は
四
十
一
名
の
参
加
で

山
口
県
萩
市
方
面
へ
支
部
旅
行

を
開
催
し
ま
し
た
。
先
ず
は
殆

ど
の
方
が
修
学
旅
行
以
来
と
な

る
秋
芳
洞
へ
。
昔
の
記
憶
を
た

ど
り
つ
つ
約
四
十
分
の
道
の
り

に
皆
さ
ん
か
な
り
お
疲
れ
の
様

子
で
し
た
。
次
に
、
今
話
題
の

萩
市
内
や
世
界
遺
産
登
録
さ
れ

た
反
射
炉
な
ど
を
見
学
。
特
に

東
光
寺
の
三
門
に
は
興
味
を
惹

か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
偉
人
を
排
出
し
て
い
る

観
光
地
で
偉
人
パ
ワ
ー
も
し
っ

か
り
頂
戴
し
な
が
ら
ホ
テ
ル
に

到
着
。
温
泉
で
ひ
と
ま
ず
身
体

を
休
め
て
か
ら
夜
は
恒
例
の
大

宴
会
。
い
つ
も
通
り
飲
ん
で

歌
っ
て
ご
機
嫌
な
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
、
朝
か
ら
昨
日
蓄
え

た
栄
養
を
消
化
す
る
た
め
萩
の

城
下
町
を
散
策
。
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
菊
屋
家
住
宅
で
は

萩
藩
の
御
用
屋
敷
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
面

影
が
そ
の
ま
ま

残
る
屋
敷
や
伊

藤
博
文
が
わ
ざ

わ
ざ
ア
メ
リ
カ

か
ら
買
っ
て
き

て
今
も
現
役
で

動
い
て
い
る
柱

時
計
、
他
に
も

見
る
か
ら
に
高

価
そ
う
な
掛
け

軸
な
ど
を
見
学
。

そ
の
後
、
唐
戸

市
場
で
昼
食
を

と
り
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
家

族
へ
の
お
土
産

を
両
手
に
ど
っ

さ
り
抱
え
て
無

事
に
帰
省
。
今

年
は
長
旅
で
疲

れ
ま
し
た
が
有

意
義
な
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

（
中
村
太
司
）

〜
い
つ
も
の
事
な
が
ら
、

お
い
し
い
お
ま
ん
じ
ゅ
う
が
で
き
ま
し
た
〜

九
月
九
日

㈬
中
央
支
部

主
婦
会
は
七

名
の
参
加
で

ま
ん
じ
ゅ
う

作
り
を
行
い

ま
し
た
。

暑
さ
も
少

し
落
ち
着
い

た
よ
う
で
天

気
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。

朝
九
時
に
集

合
し
材
料
を
そ
ろ
え
作
業
に
か

か
り
ま
す
。
あ
ん
こ
を
丸
め
る

人
、
う
す
板
を
切
る
人
、
粉
を

こ
ね
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か

れ
て
作
業
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
一
回
目
の
粉

が
膨
れ
て
き
ま
し
た
。
ガ
ス
を

抜
き
あ
ん
こ
を
入
れ
て
丸
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
暫
く
お
い
て
、

蒸
し
器
に
入
れ
十
五
分
間
蒸
し

て
い
き
ま
す
。
一
回
目
の
ま
ん

じ
ゅ
う
が
フ
ワ
ッ
ー
と
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
事
な
が
ら
大
変
よ

く
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
仕
事

の
手
を
休
め
、
ま
ず
味
見
、
出

来
立
て
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
「
フ

ウ
フ
ウ
、
お
い
し
い
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ま
た
作
業
を
繰
り

返
し
た
く
さ
ん
の
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
り
ま
し
た
。
一
段
落
し
た

段
階
で
、
お
昼
に
す
る
こ
と
に

し
、
皆
さ
ん
持
ち
寄
り
の
弁
当

を
広
げ
、
美
味
し
く
頂
き
な
が

ら
、
い
ろ
ん
な
世
間
話
に
花
を

咲
か
せ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
片

付
け
を
し
、
美
味
し
い
ま
ん

じ
ゅ
う
を
頂
き
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
楽
し
い
充
実
し
た
ま

ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

～来年も行けるよう組織拡大にガンバロウ～

九
月
二
十
七
日
㈰
、

二
十
八
日
㈪
に
、
萩

を
中
心
に
総
勢
三
十

六
名
の
参
加
で
、
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

佐
世
保
東
支
部
の

企
画
と
し
て
は
、
久

し
ぶ
り
の
晴
天
で
、

さ
っ
そ
く
バ
ス
の
中

で
乾
杯
の
声
が
上
が

り
楽
し
い
一
日
目
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
下
関
で
海

峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
を
見

学
し
、
高
い
と
こ
ろ

が
苦
手
な
方
も
い
て
、

そ
れ
で
は
仕
事
に
な

ら
な
い
だ
ろ
う
と
の

声
も
上
が
り
、
ま
た

巌
流
島
で
は
、
船
の

待
ち
時
間
が
あ
り
、

大
き
な
サ
ザ
エ
を
取

ら
れ
た
方
も
い
て
、
あ
っ
と
い

う
間
の
一
日
で
し
た
。
夜
の
宴

会
で
は
、
お
か
み
さ
ん
が
赤
い

服
を
着
て
あ
い
さ
つ
に
見
え
、

ラ
ウ
ン
ジ
の
マ
マ
さ
ん
の
歌
も

あ
り
、
皆
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
魂

に
火
が
点
き
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
東
光
寺
、
松
陰

神
社
を
見
学
し
、
萩
焼
窯
元
で
、

昼
食
を
と
っ
た
の
で
す
が
、
こ

こ
で
は
工
場
見
学
も
あ
り
、
子

供
が
「
ろ
く
ろ
」
に
興
味
を
持

ち
食
事
も
と
ら
ず
に
、
一
心
に

見
学
し
て
い
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
抽

選
会
を
行
い
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
の
飲
み
物
は
き
れ
い

に
お
腹
の
中
に
片
づ
け
て
い
た

だ
き
、
最
後
に
支
部
長
か
ら
、

一
年
お
き
で
な
く
来
年
も
い
け

る
よ
う
組
織
拡
大
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

皆
さ
ん
お
土
産
を
手
に
帰
路
へ

と
着
き
ま
し
た
。

（
渕
上
）

〜
サ
メ
や
タ
イ
も
び
っ
く
り
〜

十
月
四
日
㈰
に
、
迎
パ
ー
ル

マ
リ
ン
で
釣
り
大
会
を
二
十
五

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
年
お
き
に
釣
り
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
前
回
あ
ま
り

釣
れ
な
か
っ
た
の
も
あ
り
、
リ

ベ
ン
ジ
に
胸
を
弾
ま
せ
、
船
と

イ
カ
ダ
に
分
か
れ
て
乗
船
し
ま

し
た
。

イ
カ
ダ
の
方
は
、
サ
バ
の
入

れ
食
い
で
、
ク
ー
ラ
ー
が
溢
れ

る
ほ
ど
釣
っ
た
方
も
あ
り
、
時

に
は
サ
メ
や
タ
イ
な
ど
の
大
型

の
魚
も
か
か
り
、
釣
り
の
醍
醐

味
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

船
の
ほ
う
は
、
電
動
リ
ー
ル

や
手
釣
り
と
様
々
な
仕
掛
け
で
、

大
物
狙
い
の
「
タ
モ
」
持
参
と

準
備
万
端
。
し
か
し
大
物
の
影

は
な
く
、
そ
れ
で
も
イ
サ
キ
・

タ
イ
・
ア
ジ
な
ど
が
釣
れ
て
い

ま
し
た
。

お
昼
に
な
る
と
船
の
方
も
イ

カ
ダ
に
移
り
、
海
上
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
昼
食
で
す
。
お
互
い

の
ク
ー
ラ
ー
の
中
身
を
見
比
べ

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
釣
果
を

語
り
合
い
楽
し
い
食
事
と
な
り

ま
し
た
。

昼
食
後
も
一
時
間
ほ
ど
釣
り

を
楽
し
み
、
早
起
き
し
て
の
集

合
の
た
め
か
、
あ
ち
こ
ち
で
ア

ク
ビ
を
し
つ
つ
、
釣
っ
た
魚
で

の
今
晩
の
晩
酌
を
想
像
し
な
が

ら
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
渕
上
）

佐世保東支部 旅行会中
央
支
部
主
婦
会

ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り

◁
巌
流
島
の
決
闘
像
前
に
て

△松陰神社前にて記念撮影
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